
今
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
９
月

15
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）

の
２
日
間
に
「
新
た
な
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
１
か

月
の
前
倒
し
と
な
っ
た
た
め

に
時
間
的
な
制
約
が
多
く
、

イ
ベ
ン
ト
担
当
の
各
サ
ー
ク

ル
は
例
年
に
な
い
苦
労
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は

昨
年
以
上
に
、
担
当
者
が
競
っ

て
魅
力
一
杯
の
催
し
を
企
画

し
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
以
外
の
一
般
の

方
々
も
楽
し
ん
で
参
加
で
き

る
学
園
祭
に
し
よ
う
と
、
関

係
者
は
時
間
を
惜
し
ん
で
準

備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
大
ま
か
な
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

９
月
15
日
（
土
）

９
階
の
第
１
講
義
室
で
は
、

10
時
半
か
ら
熟
年
会
の
「
勉

強
会
」
、
13
時
か
ら
は
埼
玉

英
語
倶
楽
部
に
よ
る
「
日
本

文
化
を
英
語
で
表
現
し
よ
う
」

が
催
さ
れ
ま
す
。
第
６
講
義

室
で
は
、
10
時
～
17
時
ま
で

「
音
楽
サ
ロ
ン
」
と
銘
打
っ

た
催
し
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
今
年
か
ら
の
新

し
い
企
画
で
、
個
人
演
奏
や

レ
コ
ー
ド
演
奏
、
歌
声
広
場

の
ほ
か
、
お
茶
や
お
茶
菓
子

を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。

ま
た
８
階
の
講
堂
で
は
、
10

時
か
ら
個
人
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
12
時
か
ら
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
と
合
唱
、
13
時
半
か

ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
そ
し
て
、

14
時
半
か
ら
は
ジ
ャ
ズ
と
ダ

ン
ス
な
ど
盛
り
沢
山
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
楽
し
む
事
が
で
き

ま
す
。

９
月
16
日
（
日
）

９
階
の
第
１
講
義
室
で
12

時
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
お
お
み

や
に
よ
る
フ
ェ
ス
タ
恒
例
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
映
画
「
否
定
と
肯
定
」

が
映
写
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

第
６
講
義
室
で
は
、
こ
の
日

も
10
時
か
ら
音
楽
サ
ロ
ン
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
階

講
堂
で
は
10
時
か
ら
朗
読
の

会
「
こ
こ
ろ
」
に
よ
る
朗
読

劇
、
健
康
体
操
や
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
今
年
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
を

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
し
た
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
「
ア
メ
リ
カ
」
が

催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
実
習
室
で
は
12

時
半
か
ら
熟
年
会
が
催
す

「
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
」
が
あ

り
、
多
目
的
室
で
は
懇
親
会

を
前
に
「
歌
声
広
場
」
を
楽

し
め
ま
す
。
そ
し
て
、
埼
玉

フ
ェ
ス
タ
恒
例
と
な
っ
た
ジ
ャ

ズ
演
奏
会
が
、
今
年
は
15
日

の
土
曜
日
に
８
階
講
堂
で
催

さ
れ
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
と
全
員

で
の
ダ
ン
ス
も
楽
し
め
る
よ

う
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
各
団
体
活
動
の
展

示
（
第
２
講
義
室
）
、
バ
ザ
ー

（
第
３
講
義
室
）
、
個
人
作

品
展
示
（
第
４
・
５
講
義
室
）

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
９

階
ロ
ビ
ー
に
は
お
馴
染
み
の

茶
席
が
設
け
ら
れ
、
俳
句･

川
柳
大
会
の
投
句
募
集
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
（
冬
木
）

平
成
30
年
９
月
22
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
講
堂
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
1
学
期
の
卒
業

証
書
・
学
位
記
授
与
式
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
生
涯

学
習
奨
励
賞
の
授
与
も
行
い

ま
す
。

平
成
30
年
度
第
２
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
10
月
７

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
開

催
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
２
学
期
の

面
接
授
業
の
空
席
発
表
は
10

月
17
日
（
水
）
12
時
で
、
学

習
セ
ン
タ
ー
で
の
掲
示
及
び

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

10
月
24
日
（
水
）
15
時
以
降

は
、
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ

Ａ
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
追
加
登
録
期
間
は
、

10
月
24
日
（
水
）
か
ら
科
目

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
追
加
登

録
受
付
期
限
日
（
通
常
は
開

講
日
の
１
週
間
前
）
ま
で
と

な
り
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
日

時
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
１
日
（
土
）

14
時
～

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体

験
談
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

第５８号 学 生 新 聞 ２０１８年８月１７日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

第12回埼玉フェスタは９月に開催

「新たなるチャレンジ」をテーマに

魅力一杯の新企画が続々と

９月15･16日は埼玉学習センターで集おう

「
放
送
大
学
に
学
ぶ
」

②

笹
原
誠
二

前
号
の
『
最
も
単
位

取
得
に
苦
労
し
た
コ
ー

ス
』
に
引
き
続
き
、

『
最
も
興
味
深
か
っ
た

コ
ー
ス
、
科
目
』
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

私
は
在
職
中
か
ら
、
旅
行

や
美
術
館
巡
り
が
大
好
き
で

し
た
。
旅
行
は
多
い
時
は
年

に
10
回
以
上
、
国
内
外
を
問

わ
ず
、
専
攻
し
た
コ
ー
ス
の

日
程
と
調
整
し
て
、
あ
ち
こ

ち
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
都
内
の
美
術
館
を
中
心
に

来
日
し
た
絵
画
展
は
も
と
よ

り
、
主
な
美
術
展
は
で
き
る

だ
け
多
く
見
て
回
り
ま
し
た
。

放
送
大
学
に
入
学
し
て
５

年
目
に
人
間
の
探
究
コ
ー
ス

（
現
・
人
間
と
文
化
コ
ー
ス
）

の
『
中
世
日
本
の
物
語
と
絵

画
』
の
放
送
科
目
に
出
会
い
、

テ
キ
ス
ト
を
開
い
た
と
た
ん
、

カ
ラ
ー
刷
り
の
源
氏
物
語
絵

巻
、
伴
大
納
言
絵
巻
、
信
貴

山
縁
起
、
鳥
獣
戯
画
の
画
面

が
目
に
飛
び
込
み
、
そ
の
鮮

や
か
さ
に
感
動
を
覚
え
る
と

と
も
に
、
ど
こ
か
で
実
物
を

見
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

早
速
テ
キ
ス
ト
を
手
に
し

て
、
一
気
に
最
後
ま
で
読
み

上
げ
、
そ
の
中
で
今
ま
で
見

た
絵
画
や
物
語
が
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
を
知
り
、
も
う

一
度
そ
れ
ら
を
じ
っ
く
り
見

て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
広

が
り
、
図
書
館
で
美
術
全
集

や
図
録
な
ど
を
調
べ
た
り
、

放
送
授
業
を
見
な
が
ら
、
テ

キ
ス
ト
に
要
点
を
書
き
込
ん

で
学
習
し
ま
し
た
。
お
か
げ

で
自
分
自
身
の
目
で
し
っ
か

り
実
物
に
近
い
作
品
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
「
目
で
見
て
、
音

で
聞
い
て
、
心
で
感
じ
る
」

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
講
義
の
試
験
は
記
述

式
で
し
た
の
で
、
各
章
を
用

紙
２
枚
程
度
に
そ
の
要
点
項

目
を
２
０
０
字
な
い
し
３
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
て
お
い

て
単
位
取
得
試
験
に
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

学生手帳

第二次世界大戦中に、戦闘機「隼」の隊員として、
南太平洋で複数の米軍爆撃機を撃墜したことがある関
利雄さん(95歳)は埼玉学習センターに在籍している。
元米軍パイロットで、この戦争の史実を研究してい

るWilliam Swainさん(米国オクラホマ州在住)と関さ
んら4人の対談が7月6日に学習センターで行われた。

二人の間を結んだ人はさいたま市在住の今吉孝夫さ
ん(86歳)で、30年に亘り水処理関係の仕事で米国に駐
在していた方である。今吉さんは鹿児島県加治木町の
生まれで、旧制中学１年生の時に米軍の激しい空襲を
受け、かろうじて生き延びた体験を持っている。鹿児
島湾の北奥に位置する姶良郡加治木町は、終戦4日前
の8月11日午前に米軍の激しい空襲を受け、町の大半
が焼失し多数の死傷者を出した。今吉さんは、空襲警
報の出ている中を自転車で登校した直後であった。激
しい爆撃と焼夷弾により学校は見る間に火に包まれ、
今吉さんは仲間と共に近くの防空壕にやっと逃げ込ん
だ。攻撃が終わった後、機銃掃射を避けるため国道を
通らず、田畑や山の中を逃げ回って、ようやく12Km離
れた自宅に帰り着いた。
今吉さんは米国滞在中に、その加治木町空襲の詳細

を米国のWeb公表資料から調査した｡その過程で､Wil-
liamさんの父親が米軍戦闘機のパイロットとして加治
木の空襲に加わっていた事が判り、William Swainさ
んとの交流が始まった。ある時Williamさんから日本
軍兵士の写真が20枚ほど送られてきた。ニューギニア
のジャングルの中で発見され、Williamさんのお父さ
んが長年保存していたが、日本の親族に返還してほし
いとのことであった。今吉さんはこの写真を各方面に
照会して縁者を捜した。その結果､写真の中の一人が、
戦前の有名な流行歌手の上原敏さん(本名・松本)であ
ることが判った。当日は、長男の松本明生さん（78歳、
宇都宮市在住）が出席し、父親の思い出話をした。

関さんは、1945年2月にシンガポールで米軍の重爆
撃機B29を撃墜した。また6月にインドネシア・セレ
ベス島（現スラウエジ島）で、爆撃機B24を撃墜した。
これらに関する米国の詳細な記録が公開され、インター
ネットを通じて閲覧できるようになった。Williamさ
んはこの2機に関する詳細な情報を調査するとともに、
B24機の搭乗員の遺族の方を探し出した。その詳細な
情報は、今吉さんを通して、関さんに伝えられた。関
さんは戦後70年以上も経ってから、自分の所属部隊の
最後の状況や、B29の機体の一部が海中から引き上げ
られていること、また搭乗員の遺族の事を知った。
関さんは「戦闘機の戦いは互いに撃墜するか・され

るかの、命がけの戦いであり敵機の事しか考えられな
い。しかし敵機にも搭乗員がいて家族もいることに思
いが至って心が痛んだ」と述べている。

最後に4名の方に対して「戦争について、どのよう
に考えておられるか」という問いかけが、司会をして
いた渋谷治美所長からあった。
Williamさんは「戦争は国家間のものであるが、そ

こには戦う個人がおり、個人としては深刻な悩みや苦
しみがある。だから戦争をする前に、お互いに十分な
コミニュケーシヨンを取ることで相互理解を図ること
がとても重要である」と述べた。
関さんからは「戦いには次第に慣れるものであると

聞いていたが、私は戦闘は最後まで怖かった。戦争は
2度とするべきではない」との貴重な言葉があった。
今回、Williamさんのお父さんが所属していた部隊

のバッジを指輪に加工した遺品が、Williamさんから
関さんに贈られた。戦後70年を経て日米の絆が結ばれ
た感動的な出来事であった。

「戦争と平和を語る」

－戦後70年を経て結ばれた日米の絆－

埼玉学習センター・鈴木智義

卒
業
証
書
・
学
位
記

授
与
式

平
成
30
年
度
２
学
期

入
学
者
の
集
い

＊募集期間

７月1日(土)～９月２日(日)

＊応募資格

放送大学の学生、

卒業生、教職員

＊優秀句の決定

フェスタ会場での投票

＊優秀句には賞品を授与

＊投句方法

募集要領による

是非、あなたの一句を！

第12回埼玉フェスタ

俳句･川柳投句募集

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

面
接
授
業
の
空
席
発
表

平
成
30
年
度
第
２
学
期



日

程
＝
９
月
26
日
（
水
）

研
修
先
＝
箱
根

（
星
の
王
子
さ
ま
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
ポ
ー
ラ
美
術
館
）

定

員
＝
40
名

申

込
＝
８
月
22
日
（
金
）

９
時
半
～
11
時

10
Ｆ
窓
口
に
て
申
込
の
受

付
を
行
い
、
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

定
員
を
満
た
さ
な
か
っ
た
場

合
は
、
８
月
26
日
（
日
）
ま

で
先
着
順
で
、
定
員
を
満
た

す
ま
で
申
込
を
受
付
け
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
２
学
期
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
締
切
り
（
大
学
本
部
必

着
）
は
、
第
1
回
が
８
月
31

日
（
金
）
、
第
２
回
が
９
月

20
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
皆

さ
ん
の
周
り
に
放
送
大
学
に

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
、

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ

れ
た
方
が
放
送
大
学
に
入
学

さ
れ
た
場
合
、
薄
謝
を
進
呈

し
ま
す
。

★
９
月
15
日
～
16
日

｢

埼
玉
フ
ェ
ス
タ｣

に
参
加

★
10
月
11
日
（
木
）

｢

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

＝
JR
大
宮
駅
中
央
改
札
口

花
屋
前
に
集
合

＊
雨
天
順
延
＝
17
日
（
水
）

★
毎
週
火
曜
日
（
10
時
半
～

12
時
）
８
Ｆ
講
堂
で
活
動

★
夏
の
特
別
講
習
会

８
月
21
日
（
火
）
、
28
日

（
火
）
・
10
時
半
～
12
時

講
師
＝
難
波
明
美

500
円
に
て
一
般
参
加
も
可

★
９
月
活
動
日
＝

、
４
日
、
11
日
、
25
日

★
８
月
21
日
＝
特
別
講
演
会

「
ウ
ィ
ー
ン
の
魅
力
を
語
る
」

講
師
＝
渋
谷
所
長

★
８
月
練
習
日
＝
29
日

★
９
月
練
習
日
＝
５
日
、
12

日
、
19
日

15
日
＝
フ
ェ
ス
タ
出
演

★
23
日
＝
ウ
ィ
ー
ン･

ペ
ー

タ
ー
ス
教
会
に
て
演
奏
会

★
８
月
活
動
日
＝
30
・
31
日

★
９
月
６
日
、
７
日
、
13
日

16
日
は
フ
ェ
ス
タ
で
公
演

タ
イ
ト
ル
＝
「
愛
の
手
紙
」

＆
「
八
十
八
歳
の
私
よ
り
」

★
10
月
５
日
、
19
日
、
26
日

★
８
月
18
日
＝
公
開
講
演
会

「
戦
国
合
戦
の
イ
メ
ー
ジ
～

軍
記
と
合
戦
図
か
ら
～
」

講
師
＝
堀

新

★
９
月
勉
強
会
＝

８
日
、
30
日

★
10
月
勉
強
会
＝
６
日

★
９
月
30
日
（
日
）

「
埼
玉
同
窓
会
研
修
旅
行
」

テ
ー
マ
＝
上
野
再
発
見

今
年
の
夏
の
日
本
列
島
は
、

酷
暑
と
水
浸
し
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
。
昨
年
の
日
記
を
見

る
と
、
８
月
８
日
に
台
風
５

号
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、

今
年
は
台
風
が
大
量
生
産
の

よ
う
だ
。
16
日
の
段
階
で
19

号
が
発
生
し
て
い
る
。
猛
暑

の
影
響
で
体
調
を
崩
す
人
も

続
出
し
て
い
る
。
秋
の
涼
風

が
待
た
れ
る
毎
日
だ
。
（
冬
）

第５８号 学 生 新 聞 ２０１８年８月１７日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

健康体操研究会は、10余年の歴史が
ある。

私が入会した2007年は､私が放送大
学へ入学した年でもあり、その1年後
に健康体操研究会という新しい名称に
なった。

体育大学で創作ダンスを学ばれた難
波明美先生のご指導のもと、アシスタ
ントの久保浩子さん、毎年交代の5人
の役員が会の運営をフォローし、現在
まで大過なく楽しく体操を続けてきて
いる。

研究会で1年間体を動かすと保健体
育の１単位が取得できることから、単
位取得のために入会する方もいる｡ま
た､先生が面接授業の講師をされてい
ることから､その流れで続けて入会す
る方もいたりして､現在40名強の会員
が登録している。

会の特徴は、体を動かすことが大好
きな難波先生のエネルギッシュなオー
ラと前向きな明るい考え方、軽妙な話
術が一番の魅力である。そして実によ
く新しいことも勉強され、体のメカニ
ズムに合ったきめ細かな指導内容となっ
ており、1時間半があっという間に過
ぎていく。ダンスや盆踊りなどリズミ
カルな、体が自然に動いてしまうよう
な内容もたっぷり取り入れて、誰にで
も楽しめる。

この楽しさに根強いファンがいて、
常に20名は参加している実態がある。
20名のうち男性会員は7名。
長く続けている会員は「健康体操を

やめる時が大学をやめる時」と豪語す
るほど、生活と結びついている。

体操は続けることがベターだが、こ
の会は個人的事情で一定期間休んでも、
気まずいことなくいつでも戻れる温か
さがある。とにかく皆が温かい。

体操をすることは、日頃のストレス
から心身を開放し、無になって体を動
かすことで、余分な体の力が抜け、終
わった後のスッキリ感は、体験してみ
て初めて分かる爽快感につながる。

また、妹分のベリーダンスも健康体
操と同じ火曜日の午後からやっていて、
こちらも充実している。

活動は、毎週火曜日朝10時半から、
8階講堂で行っている。

是非一度、体験見学に来て、ご自身
の体調と向き合ってみませんか？

★今年も健康体操がやります！
フェスタの「大盆踊り大会＆ベリー

ダンスショー」＝８階講堂にて開催
9月16日（日）12時～13時半
是非ご参加下さい。

「健康体操を辞める時は大学を辞める時」
健康体操研究会 宮島かほる

兼
題

「
蓮
」

田
草
取
さ
ざ
な
み
引
け
る
通
し
鴨

厚
子

そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
揺
る
る
蓮
青
葉

八
重
子

ド
ア
押
せ
ば
カ
ウ
ベ
ル
の
鳴
る
冷
し
珈
琲

安
代

札
所
な
る
山
懐
の
は
ち
す
か
な

と
く
江

綿
菅
の
波
上
に
う
か
ぶ
遠
き
山

功

空
蝉
の
夕
日
入
れ
た
る
眼
か
な

光
娥

入
れ
墨
の
み
み
ず
く
土
偶
旱
星

十
詩

日
盛
り
の
清
里
風
の
テ
ラ
ス
か
な

明
美

目
鼻
な
き
白
き
マ
ネ
キ
ン
花
氷

由
美

雨
の
中
子
の
手
に
余
る
蓮
の
傘

順

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時
よ
り

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

（
つ
み
草
）

「
等
閑
（
な
お
ざ
り
）
」

の
心
を
回
避
す
る
故
、
諸
矢

（
も
ろ
や
）
を
持
つ
事
を
禁

ず
る
と
昔
人
が
鎌
倉
武
士
の

教
訓
を
引
き
合
い
に
綴
っ
た

話
は
、
余
り
に
も
有
名
で
あ

る
。
「
唯
一
の
一
念
」
の
難

し
さ
を
説
い
て
い
る
が
、
確

か
に
、
我
が
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

同
好
会
の
練
習
に
お
い
て
も
、

こ
の
言
葉
は
、
核
心
を
突
い

た
正
鵠
な
る
言
葉
で
あ
る
と

得
心
で
き
る
。

さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は

胸
式･

腹
式
の
両
呼
吸
法
を
こ

の
基
本
動
作
の
中
に
採
り
入

れ
、
健
康
の
維
持
と
脳
の
老

化
防
止
、
そ
し
て
心
を
落
ち

着
か
せ
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消

さ
せ
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
。

矢
が
的
の
真
芯
を
射
る
こ
と

に
よ
り
、
快
感
の
ホ
ル
モ
ン

分
泌
が
促
進
さ
れ
、
ス
ト
レ

ス
や
不
眠
症
に
も
非
常
に
効

果
的
で
あ
る
。
真
冬
の
少
人

数
の
練
習
時
に
、
し
い
ん
と

静
ま
り
返
っ
た
冷
気
を
突
き

破
り
、
真
芯
た
る
正
鵠
を
射

た
時
の
心
の
歓
び
は
、
思
わ

ず
快
哉
の
叫
び
を
あ
げ
た
く

な
る
程
に
快
感
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
を
自
覚
し
、
そ
こ
に
射

手
の
秘
か
な
楽
し
み
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
な
の
だ
。
こ
の

様
な
体
感
は
、
体
験
し
た
こ

と
の
な
い
者
に
、
言
葉
に
し

て
説
明
は
無
理
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
腹
式
呼

吸
は
ヨ
ガ
や
気
功
で
行
わ
れ

て
い
る
呼
吸
で
、
呼
吸
の
ポ

イ
ン
ト
は
お
腹
に
あ
る
。
基

本
動
作
は
弓
道
の
作
法
を
見

習
っ
て
い
る
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
呼
吸
法

と
、
礼
に
始
ま
っ
て
礼
に
終

わ
る
中
に
基
本
の
８
動
作
が

あ
る
。
こ
の
一
連
の
基
本
動

作
を
正
し
く
修
得
す
る
こ
と

に
よ
り
、
集
中
力
が
高
ま
り
、

正
し
い
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
式
呼

吸
法
が
で
き
、
心
と
体
に
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う

も
の
だ
。
若
い
時
代
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
に
は

〈
動
的
〉
な
激
し
い
動
き
に

価
値
観
を
置
く
こ
と
が
ご
く

自
然
で
あ
っ
た
の
に
、
今
や

老
境
に
近
づ
い
て
は
〈
静
的
〉

な
ス
ポ
ー
ツ
に
価
値
観
を
見

つ
け
た
く
な
る
も
の
だ
。

こ
こ
に
最
適
な
る
代
表
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
が
登
場
し
て
く
る
。

本
来
は
、
基
本
動
作
の
中
に

「
様
式
美
」
を
表
現
す
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
基
本
動
作

に
附
随
す
る
各
動
作
に
も
細

か
な
規
定
が
あ
り
、
従
っ
て
、

公
認
の
有
段
者
、
特
に
高
段

者
に
な
る
に
つ
れ
、
こ
の

「
様
式
美
」
を
競
い
合
う
面

が
前
面
に
出
て
く
る
の
だ
。

他
方
、
な
ん
と
言
っ
て
も
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力
は
ス
ポ
ー

ツ
性
の
中
に
あ
り
、
得
点
力

を
競
い
合
う
と
こ
ろ
に
最
大

価
値
を
置
く
力
は
厳
然
と
存

在
し
て
い
る
。
連
続
し
て
的

の
真
芯
を
射
た
時
の
、
更
に

は
、
５
矢
（
１
ゲ
ー
ム
）
全

て
を
的
の
中
心
域
に
集
中
さ

せ
得
た
時
の
快
感
こ
そ
、
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
る
愛
好
家
の

な
ん
と
多
い
こ
と
だ
ろ
う
か
！

こ
の
様
に
、
ス
ポ
ー
ツ
性･

ゲ
ー
ム
性
に
重
き
を
置
く
か
、

様
式
美
に
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の

真
髄
を
見
出
す
の
か
は
、
会

員
と
な
る
各
人
の
意
識
に
任

せ
る
こ
と
と
し
、
我
が
正
鵠

会
の
現
在
の
在
り
方
は
、
あ

く
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を

愛
す
る
ゲ
ー
ム
性
を
重
視
し

た
楽
し
み
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
と
の
立
ち
位
置
を
重
視
し

て
い
る
。
そ
の
上
に
、
会
員

相
互
の
交
流
に
も
価
値
観
を

置
い
た
友
好
的
同
好
会
が
、

現
在
の
正
鵠
会
の
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
、
会
員
に
は
高

段
位
取
得
者
で
あ
り
且
つ
指

導
員
資
格
を
保
持
す
る
会
員

も
在
籍
し
て
い
る
の
で
、
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
同

好
会
と
い
え
ど
も
、
こ
の
基

本
動
作･

厳
格
な
る
基
本
動
作

と
所
作
及
び
呼
吸
法
を
実
践

し
た
い
と
願
う
会
員
に
は
、

「
様
式
美
」
を
重
視
す
る
基

本
動
作
指
導
を
気
軽
に
受
け

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ

こ
に
我
が
「
正
鵠
会
」
の
最

大
特
徴
が
あ
る
。
さ
あ
君
も
、

我
が
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
仲
間

に
な
ら
な
い
か
！

「
様
式
美
」
を
身
に
体
得

し
つ
つ
、
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
の
ゲ
ー
ム
性
も
大
い
に

楽
し
み
、
真
芯
を
矢
が
射
た

時
の
快
哉
を
実
体
験
し
て
み

れ
ば
、
そ
の
快
感
に
ホ
ル
モ

ン
分
泌
が
促
進
さ
れ
、
抱
え

て
い
た
ス
ト
レ
ス
な
ど
吹
き

飛
ん
で
し
ま
う
こ
と
請
け
合

い
だ
！
そ
の
快
感
の
余
韻
を

体
内
に
留
め
置
い
て
、
呼
吸

法
の
実
践
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
健
康
増
進
に
努
め
よ
う
。

そ
の
健
康
増
進
を
得
た
体
力

と
共
に
、
練
習
終
了
後
の
懇

親
会
に
も
参
加
し
よ
う
で
は

な
い
か
。
何
気
な
い
懇
親
会

に
も
、
価
値
あ
る
時
間
の
流

れ
が
あ
る
も
の
な
の
だ
。
存

命
の
喜
び
日
々
に
楽
し
ま
ざ

ら
ん
や
。
〈
会
員
数
＝
15
名
〉

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢･

正
鵠
会
と
私
」

代
表
世
話
人

永
井
洋
三

講 師：大 橋 修 一
埼玉大学名誉教授

川口短期大学教授

９月９日(日) 14:00～16:00
世紀の大発見は､世界の古代文明

の地でしばしば起きている。しかし、

近年の中国ほど多くの驚嘆すべき出

土物を発見する処は､多くはない。

新しく出土した【文字】から中国文

化史を紐解きたい。

共催:放送大学埼玉同窓会

場所:埼玉学習センター８Ｆ講堂

定員:150名（参加無料､申込順）

申込: ☎048-650-2611

「新発見の遺物からみた
中国文化史」

講 師：小 澤 基 弘
埼玉大学教育学部教授

放送大学埼玉SC客員教授

９月３０日(日) 14:00～16:00

アール・ブリュットが何故、現代

アートにおいて高く評価されている

のか｡その理由と意味、表現の在りよ

うについて、本講演を通して考えて

みたい。

共催:放送大学埼玉同窓会

場所:埼玉学習センター８Ｆ講堂

定員:150名（参加無料､申込順）

申込: ☎048-650-2611

「『表現する』とは
どういうことか？

－ｱｰﾙ･ﾌﾞﾘｭｯﾄを手がかりに－」

＊

８
月
31
日
（
金
）

13
時
～
17
時

サ
ロ
ン
し
ぶ
や
「
映
画
と
ク

ラ
シ
ッ
ク
第
4
回
」

映
画
『
天
井
桟
敷
の
人
々
』

講
師
＝
渋
谷
治
美

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）

場
所
＝
８
Ｆ
・
第
６
講
義
室

＊

９
月
２
日
（
日
）

14
時
半
～
17
時
半

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
科
学
座
談
会

講
師
＝
永
澤

明

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

客
員
教
授
）

場
所
＝
８
Ｆ
・
第
６
講
義
室

＊

９
月
12
日
（
水
）

14
時
～
16
時

サ
ロ
ン
し
ぶ
や

シ
リ
ー
ズ

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
楽
し
む
」

第
２
回

『
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
』

講
師
＝
渋
谷
治
美

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）

場
所
＝
８
Ｆ
・
第
６
講
義
室

８
月
～
９
月
の
サ
ロ
ン

秋

の

公

開

講

演

会

第
２
学
期
学
生
募
集

学
生
研
修
旅
行

ガ
ラ
ス
工
芸
体
験･

特
別
講
習
会

中
級
編

日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）
・
11
月
４
日
（
日
）

11
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

申
込
＝
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
10
月
18
日
（
木
）
迄

藍
染
め
の
よ
う
な
朝
顔･

大
塚
絹
子

ウ
ィ
ー
ン
の
森

同

窓

会

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会


